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ク ロ ー ド の 鏡
藤 田 治 彦
7月24日か ら8月19日 まで,16,17世紀 ヨー ロ ッパ絵 画の調査研究 のために,
イギ リス,ベ ルギー,オ ラン ダ,フ ランス,そ レて イタリアの5ヶ 国 を巡 る機
会 を得た。主 たる研究対 象は 「ピクチ ャレスクの別称 の ごとき」 クロー ド・ロ
ラン(ClaudeLorrain,1600-1682)による風 景画 で,鹿 島美 術財 団の助 成 に
よって実現 された。
クロー ドはその生涯 のほとんどをローマでの制作 に費や したフラ ンス生 まれ
の画家だが,18世紀か ら1g世紀 にかけて,そ の作 品の評価 はイギ リスで更 に高
まり,現 在で はむ しろア ングロ=ア メリカ圏にそのコ レクシ ョンの中心が ある。
筆者が クロー ド研究の準備 を始めたのは8年 前 のアメ リカ留学 中のこ とで,18,
lg世紀 の(絵 画で はな く)造 園,建 築な ど,環 境 デザ イ ンに関わる史料 に多 く
の 「クロー ド」の名 を見 出 し,ア メリカ国内にあるコ レクシ ョンを訪れ,そ の
理山を知 ろうと した。その後 も,機 会ある毎 に,欧 米の美術館で はクmド の
絵 に向 うよう心がけていたが,今 回 ようや く,か な り徹底 したクロー ド研究の
ための調査旅行が上記財団や所属機 関の関係者 の御支援 によ り可能 となった。
こ こでは,ク ロー ドの絵 につ いては語 りつ くせ ないので,「クロー ド鏡(Claude
Glass)」につ いて簡単 に記 し,そ の報告 と したい。
「クロー ド鏡」 とは,広 大な風景 を小 さく映 し出す僅 かに凸而状 を したガラ
ス質鏡板で,ど ちらか と言 うとアマチ ュアの画家 によって,あ るい は風 景愛好
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図1ク ロー ド鏡の一例(ケース付)
家 に よ っ て,181【i:紀後 半 の イ ギ リ ス で 多 く 用 い られ た 。 今 回 の 調 査 で は,ポ ー
ル ・メ ロ ン 英 国)蕚術 研 究 セ ン タ ー の マ イ ケ ル ・キ ッ ト ス ン所 長 の 適 切 な助 言 に
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図2Hofvijverとマウリッツハイス美術館(ハーグ,オランダ)
よ り,多 くの 「クロー ド鏡」 に触 れ る こ とがで きた。 「ク ロー ド鏡」 は 「ク
ロー ド・ロ ラ ンが発 明 して使用 した もの とい われ る」(ゲ ッテ ンス,ス タウ ト
共著,森 田訳 『絵画材料事典』)と解説 され た りもしてい るが,そ の証拠 は無
いo
「クロー ド鏡」には,今 回確認、した限 りで も5種 類 あ り,実 際にはそれ以上
の種類があ った と推 定 しているが,基 本的 には黒色の鏡だ と言 ってよい。従 っ
て,銀 鏡 と異な り,そ こに映 る風量 は,細 部の識別が困難 とな り,主 要 な構 成
や光 と陰影 との関係が強調 された像 とな る。「クロー ド鏡」 は,ク ロー ドが発
明 したか らではな く,そ れを用い ることに よって 「クロー ド調」 の風景画 を描
くことがで きる とい う意味で,そ う呼ばれた。
しか しなが ら,そ れはクロー ドの風景画における光 の把握,あ るい は構成 に
魅せ られた近代人が作 り上げた 厂クロー ド調」 の絵の イメージで しか なか った。
筆者が 厂クロー ド鏡」 に映 してみた風景は,ク ロー ドの描 く風 景とは根本的 に
異質な もの だった。それ は,17ill二紀 の イタリアで はな く,20iH紀イギ リスの風
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図3ボ イマンス・ファン・ベーニンゲン美術館(ロッテルタム,オランダ)デザイン部門.
景 ゆえに異質に見えた,と い うこと以上の ものであった。
ベ ルギーではブ リュ ッセル,ア ン トワープ,ゲ ン ト,ブ リュージュ,オ ース
テ ンデの各種 コレクシ ョンを尋 ね,オ ランダではアムステルダム,ハ ール レム,
ユ トレヒ ト,ハ ー グそ してロ ッテル ダム を訪 れた。 ロ ッテ ルダムのボ イマ ン
ス ・フ ァン ・ベーニ ンゲ ン美術館の コレクシ ョンは幅広 く,ク ロー ドや同時代
ネーデ ルラン トの風景画 か らソ ッ トサ スに よる家具な どのデザ インにまで及ん
で いる。 ここでは,も はやメ ンフ ィスも 「時代家具」へ の仲間入 りを果 した よ
うだ。 アア ル トや イームズに関 して は言 うまで もない。む しろ,ク ロー ドの描
く風景画 も現代の ラン ドスケープに連続 しているのだ と再 認識す ることのほ う
が布意義であろ うか。
18世紀の 人々は,大 自然 を小 さな黒い凸面鏡に映す とい う,お か しな風景の
見方 を していた ものだ と笑 うまえに,わ れわれ現 代人の 「クロー ド鏡」であ る
各種の視覚伝達媒体が如何 に 日常の ラン ドスケー プを見事 に歪めて いるか を考
えてみ るの も良いだろ う。
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